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は じめに
19 72年に ア ー ツ ( 現 ラン ドサ ッ ト) 1号が打ち上げられてか ら, ち ょう ど満25
年, 四 半世紀に なります . ラ ン ドサ ッ ト は従来の 地 上で の視点とは異なる, 宇宙
か らの新しい視点より客観的な視点から, われわ れの住ん で い る 地球を発見する機
会を与えてくれました ･ そ の 後の リ モ ー トセ ンシ ング技術の 進差別ま急であり, 地球
発見の l)モ ー トセ ン シ ン グか ら地球 シ ス テ ム 理解の リ モ ー トセ ン シ ン グへ と進展し
て います. また , 農林水産の管理, 災審 の モ ニ タ リ ン グな ど へ の実 利用もすすめ
られて います.
千葉大学環境リ モ ー トセ ンシ ン グ研究セ ンタ ー はリモ ー トセ ン シ ン グによ る地球
環境学の発展に寄与する こ とを目的として設置された全国共同利用施設です. 衛星
観測 に よる ア ジア における環境変動地域の モ ニ タ リ ング技術の 研究を重点課題とし
てすすめて います . ま た , 全国 の大学, 研究機閑の研究者との共同研究 の推進を
囲 っ て います.
本年は 50 件の共同利用研究を実施して います. ま た, 成果発表会を毎年開催し
て きて います. そ こ で本年は単年度の成果だけでなく, 平成 7年度か ら継続的に実
施して いる研究に つ い て は長期間の成果をまとめ て示す発表も行え るよう に しまし
た . さらに , 当セ ンタ ー の運営委員である東京都立大学理学部長の野上道夫先生 に
特別講演 ｢水収支と植生の季節変化+ をお願い い た しました . 1 こ の ように , 共同
研究成果発表会がリ モ ー トセ ン シ ングに関する, より広い研究討議, 情報交換の場
として発展して行くこ とを考え,
ウムの第1 回と し, ｢都市化,
デ ー タベ ー ス + , ｢エ ア ロ ゾル,
名称も C E ReS環東リ モ ー トセ ン シ ン グ ･ シ ンポ ジ
土 地利風 水循環+ , ,｢砂漠化+ , ｢画像解析,
ライダ ー + , ｢ 水域+ , ｢植生 + の 6 つ の セ ッ シ
ヨ ンをもうけました.
学術だけで なく社会的にも重要とな っ て いる環境リ モ ー トセ ン シ ン グ研究 の拠点
として寄せ られる新得に 応え られる よう, 当セ ン タ ー は い っ そう の努力をして ゆく
所存です. みなさ まの ご指導, ご協力の ほ どをお願 い い たします.
C E ReS セ ンタ ー 長
安田藁紙
